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１．事業者提案内容 

＊地下水、基礎構造物に係わる部分の事業者提案を抜粋して資料して利用した。 

＊事業者提案内容は、現時点のものであり、今後変更となる可能性がある。 
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１．事業者提案内容 

(1)建物立面図 

●客室 

 ツイン以上の客室の割合70％以上 

 ファミリータイプなど多様な客室 

 

●外観 

 雛壇状のテラス 

 開かれた緑の台地をテーマとする 

 良質な建物デザイン 

 

●物販、飲食店等の店舗 

 新鮮な箱根西麓三島野菜などの特産品や 

 上質な地元のこだわりの味を提供 

 

●レンタサイクル・観光案内ブース 

提案時のプランであり変更の可能性あり 



三島駅南口周辺開発地下水対策検討委員会 

4 

１．事業者提案内容 

(2)建物・駐車場等の配置図 

提案時のプランであり変更の可能性あり 
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１．事業者提案内容 

(3)断面図（東西） 

• 特徴として、地下水の影響に最大限に配慮した地下構造となっている。 

• 目的に応じた吹き抜け空間の活用が提案されている。 

GL-約14m 

提案時のプランであり変更の可能性あり 
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１．事業者提案内容 

(4)地下水に配慮し、地盤に適した直接基礎 

• 強固な溶岩地盤を活かし、地下水への影響に配慮した直接基礎が選定されている。 

• 万が一の地下水位上昇にも配慮して、通水口が設置される。 

提案時のプランであり変更の可能性あり 
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１．事業者提案内容 

(5)地下水に配慮し、地盤に適した直接基礎 

• 強固な溶岩地
盤を活かし、直
接基礎が計画
されている。 

＊地質調査結果等は、平成5，6年に実施したものと整合が取れている。 
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１．事業者提案内容 

（6）地下水に配慮した基礎構造物の施工方法 

• 地下水位よりも浅く、雨水を含めた水
の流れに配慮した仮設計画として、親
杭横矢板工法が計画されている。 

地下水に影響の少ない親杭横矢板壁 

• 基礎底を浅くし強制排水を不要とす
る水替計画が予定されている。 

強制排水を行なわない水替計画 
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１．事業者提案内容 

(7)三島市の財産である湧水を未来へとつなぐ地下水対策 

• 地下水に影響を与えない、阻害しない配置・断面計画が予定されている。 

観測孔のイメージ 

楽寿園のホームページ発表の小浜池の水位 
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２．事業者提案に関する地下水対策確認 
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２．事業者提案に関する地下水対策確認 

（１）地下水への影響について 

• 三島市の宝である湧水への影響、構造物の基礎の妥当性を判断する上では、
環境影響評価（環境アセス）を考え方を取り入れる方法がある。 

• 事業者の提案を、環境影響評価の考えから整理し、確認を行ったところ、環境ア
セスの考え方を踏まえた計画となっていることが確認された。 

環境要素 工事中 存在・供用後 

水環境 水質 
 

① 工事中の濁水により、地
下水質を悪化させ、湧水
水質が悪化する。 

- 

地下水 
 

② 仮設工事で地下水位を
低下させ、湧水量が減少
する。 

③ 地下水の存在・供用により、
地下水流動阻害が発生し、
地下水の流れの上流側で地
下水位の上昇、下流側で地
下水位の低下が発生し、下
流側では湧水量が減少する。 



三島駅南口周辺開発地下水対策検討委員会 

12 

２．事業者提案に関する地下水対策確認 

①工事中の地下水について 

１）事業者の対応方針 

２）見解 

• 親杭横矢板壁は、地下水の流れを完全に遮断しない工法である。 
• 基礎構造物の基礎底を、被圧地下水位より浅く設定することで、地下水への影響を低減して
いる。 

• 工事前の地下水状況を確認した上で、工事中もモニタリングの実施が予定されている。 
 
⇒以上を踏まえると、工事中の影響の可能性に対する対応策は十分であり、地下水に配慮され、  
  影響の小さい工法を採用している。  
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２．事業者提案に関する地下水対策確認 

②工事中の水質について 

１）事業者の対応方針 

• 『サイクルハンマー工法』は、NETIS登録もされており、技術的に確立された工法である。 
• ランダム式サイクルハンマー工法の適用により、ベントナイト泥水等を利用しないため、地下
水質（湧水質）への影響が小さいと考えられる。 

• 工事前の地下水状況を確認した上で、工事中もモニタリングの実施が予定されている。 
 
⇒以上を踏まえると、工事中の影響の可能性に対する対応策は十分であり、地下水に配慮され、
影響の小さい工法を採用している。 

２）見解 
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２．事業者提案に関する地下水対策確認 

③存在・供用後の地下水への影響について 

１）事業者の対応方針 

• 現状の地下水位（GL-約14m）と掘削底面の離隔が10m程度であり、地下水に影響の与えない
計画としている。地下水位の変動は、地下水環境調査おいて、10m未満であることが確認され
ており、十分な離隔と考える。 

• 万が一の地下水位の上昇に配慮し、地下水流動対策である通水口を地下水の流れ（北から
南）と平行に設置することで、地下水の流れを遮断しない計画としている。 

 
⇒以上を踏まえると、工事中の影響の可能性に対する対応策は十分であり、地下水に配慮され、    
   影響の小さい工法を採用している。 

２）見解 
提案時のプランであり変更の可能性あり 
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３．今後の確認事項 
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３．今後の確認事項 

• 工事前の地下水の状況確認、工事中のモニタリングが予定されている。 
• 地下水位は、掘削底面の10m程度下にあり、地下水変動も10m未満であるため、通水口を設
置することで、地下水への影響はほとんどないと評価する。 

• 供用後のモニタリングを検討する必要がある。 

（１）供用後のモニタリングについて 

• 工事中にモニタリングが実施される。 
• 工事前の調査等を踏まえて、詳細なモニタリング計画を検討する必要がある。 

（２）モニタリング計画案について 

• 地下の掘削に際し、親杭横矢板壁の採用が予定されている。 
• 工事中の影響の程度は、地下水位・掘削深さ・親杭横矢板壁深さに関係することになるため、
工事前の調査等を踏まえて、詳細な深さを検討する必要がある。 

（３）親杭横矢板壁の深さについて 

• 通水口を設置することで、地下水の流れを分断しない計画となっている。 
• 工事前の調査等を踏まえて、通水口の設置間隔を検討する必要がある。 

（４）通水口の間隔について 

• 地下水へ配慮し、直接基礎を適用する計画となっている。 
• 工事前の調査等を踏まえて、再度直接基礎により建物の重量を支えることが可能であるか、
検証する必要がある。 

（５）直接基礎の妥当性について 
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参考資料 
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■事業者提案内容 

■断面図（東西） 

■地下水の影響に最大限に配慮した地下構造 

• 掘削の深さを最小限にとどめ、地下深くに構造物を築造しないよう、地下室は設けない計画
とし、基礎構造については杭のない直接基礎を採用します。 

• 万が一の地下水位の上昇にも配慮するため、基礎には部分的に通水口を設置し、地下水
の流れを遮断しない計画とします。 

■目的に応じた吹き抜け空間の活用 

• 駅前側のアトリウム空間は、象徴的な３層吹き抜けとすることで、商業空間とホテルエントラ
ンスとが視覚的に緩やかに交わり、自然な人の流れを生み出します。 

• 三島駅のエントランスホールとなるアトリウム空間の吹き抜け部にハイサイトライトを設け、
自然な陽の差し込む、明るく開放的な空間とします。 

• ホテルロビーは、2層吹き抜けと大きなガラス面により雄大な富士への眺望を確保した贅沢
な空間とします。 
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■地下水に配慮し、地盤に適した直接基礎 

■強固な溶岩地盤を活かし、地下水への影響に配慮した直接基礎。 

  万が一の地下水位上昇にも配慮した通水口を設置。 

• 床付面をＧＬ－約３．５ｍとし、た直接基礎を採用することで、ＧＬ－約１４ｍにあると観測さ
れている地下水から約１０ｍ以上の十分な離隔を確保し、地下水に構造物が届かない構造
とします。 

• 床付面の寸法を必要最小限に抑えることで、溶岩層の掘削の少ない計画とします。 

• 杭の設置がないことで、ベントナイト等を使用しないため、基礎工事の際の地下水汚染への
懸念が払拭されます。 

• ＧＬ－約２．０ｍから支持地盤とすることが可能な強固な玄武岩溶岩層（Ｎ値：６０）であるた
め、直接基礎により本建物の重量を十分支えることが可能と検証しています。 

• 現状、ＧＬ－約１４ｍと観測されている地下水位が、将来、万が一上昇した場合にも地下水
位の流れを極力阻害しないように基礎部分に通水口を設置します。 

■事業者提案内容 
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■地下水に配慮した基礎構造物の施工方法 

■地下水位よりも浅く、雨水を含めた水の流れに配慮した仮設計画 

• 仮設計画では、地中の止水影響が少なく、強固な地盤にも
適した「親杭横矢板壁」を採用することで、湧水や雨水の
流れを極力妨げない計画とします。 

• 親杭横矢板壁は、地下水を止めたり、汚染したりする恐れ
がなく、鉄道近接工事においても振動等が少なく、本敷地
に最適な工法です。 

• 親杭横矢板壁の親杭打設には、化学系建材が湧水に混
入する可能性がなく、溶岩にも対応可能で、環境負荷の極
めて小さな「ランダム式サイクルハンマー工法」の採用を検
討します。 

地下水に影響の少ない親杭横矢板壁 

■基礎底を浅くし強制排水を不要とする水替計画 

• 基礎構造物の基礎底を被圧地下水位（地盤調査よりＧＬ－
約１４ｍであることを観測）よりも浅くすることで、被圧地下
水に対する水替えを不要とする計画とします。 

• 排水対象は雨水等が前提となるため、釜揚工法での対応
が可能となり、強制排水を行なわず、地下水位への影響
は生じないと計画します。 強制排水を行なわない水替計画 

※図面はあくまで現時点での想定です。今後詳細な検討を進
めるにあたり、計画を変更する場合があります。 

■事業者提案内容 
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■三島市の財産である湧水を未来へとつなぐ地下水対策 

■地下水に影響を与えない、阻害しない配置・断面計画 

• 三島駅前地域は、１万年前に富士山の火山活動により流出した三島溶岩に広く追われてい
ます。 

• 溶岩層は１～５ｍの単層が重なり総厚３０ｍ前後の三島溶岩層を構成しています。被圧地下
水は溶岩単層の間や溶岩内の亀裂中を流動していると考えられます。 

• 長期地下水観測を紐解くと三島駅前地域の被圧地下水はＧＬ－約１４ｍに観測されています
。これは小浜池の湖面と近いレベルになります。 

• 地盤の掘削はＧＬ-約３．５ｍまでとし、ＧＬ－約１４ｍに観測されている地下水より浅いレベル
にて計画します。 

• 地下水の影響に生じないように、直接基礎を採用し、杭の設置は行ないません。 

• 公示前に掘削観測孔を設置し、地下水の状況把握を行ないます。 

• 被圧地下水以浅のたまり水（宙水）にも配慮し、建物基礎を分節して水の流れを止めない配
慮を行ないます。 

• 工事中は汚水が流れないように、モニタリングを計画し、徹底管理を行ないます。 

• 工事期間中は楽寿園のホームページ発表の小浜池の水位確認や目視により週に１回程度、
現地確認します。 

■事業者提案内容 
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＜地下水位の変動＞ 
• 下図は、地下水環境調査の地下水位観測結果（1993年12月～1995年2月）であり、地下水位
の変化が10m未満（5m程度：標高22m～27m）であることが確認できる。 

■事業者提案内容 
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■業者提案に関する地下水対策確認 

＜地下水の流動方向＞ 
• 下図は、地下水環境調査の地下水流動結果であり、地下水が北から南に向かって流動（赤線
の流動方向）していることが確認できる（1995.1.25調査結果）。 



三島駅南口周辺開発地下水対策検討委員会 

24 

■環境影響評価法の規定による 
 主務大臣が定めるべき指針等に関する基本的事項 

■環 境 影 響 評 価 指 針 
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■サイクルハンマー工法（ロータリーテーブル式）-NETIS(新技術情報提供システム)- 


